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目指す学校像

目指す児童像

目指す教師像

中期経営 短期経営

目標 目標 取組（努力）指標 成果指標 中間 年間 中間 年間

4　到達目標、振り返り共に
　　9割以上の授業で明示

4　生徒アンケートで
　肯定的評価が9割以上

3　到達目標、振り返り共に
　　7割以上の授業で明示

3　生徒アンケートで
　肯定的評価が８割以上

2　到達目標、振り返り共に
　　5割以上の授業で明示

2　生徒アンケートで
　肯定的評価が７割以上

1　到達目標、振り返り共に
　　5割未満の授業で明示

1　生徒アンケートで
　肯定的評価が7割未満

4　年間通算5回以上の
　　研究交流を実施

4 教員アンケートで
　肯定的評価が9割以上

3　年間通算4回以上の
　　研究交流を実施

3 教員アンケートで
　肯定的評価が8割以上

2　年間通算3回以上の
　　研究交流を実施

2 教員アンケートで
　肯定的評価が7割以上

1　年間通算3回未満の
　　研究交流を実施

1 教員アンケートで
　肯定的評価が7割未満

4　年間50回以上実施 4　平均参加人数20人以上

3　年間40回以上実施 3　平均参加人数15人以上

2　年間30回以上実施 2　平均参加人数10人以上

1　年間30回未満実施 1　平均参加人数10人未満

4　iCSから5つ以上の
　　新たな取組を企画

4　新たな取組を5つ以上実現

3　iCSから４つの
　　新たな取組を企画

3　新たな取組を４つ実現

2　iCSから３つの
　　新たな取組を企画

2　新たな取組を３つ実現

1　iCSから２つ以下の
　　新たな取組を企画

1　新たな取組を2つ以下実現

4　年間5回以上の地域、
　　保護者人材活用を企画

4　年間5回以上の地域、
　　保護者人材活用を実現

3　年間4回の地域、
　　保護者人材活用を企画

3　年間4回の地域、
　　保護者人材活用を実現

2　年間3回の地域、
　　保護者人材活用を企画

2　年間3回の地域、
　　保護者人材活用を実現

1　年間2回以下の地域、
　　保護者人材活用を企画

1　年間2回以下の地域、
　　保護者人材活用を実現

4　リアテンダント、
スマート評定を全教員が使用

4　教員アンケート働き方改革に
ついて肯定的評価が9割以上

3　リアテンダント、スマート
　評定を9割の教員が使用

3　教員アンケート働き方改革に
ついて肯定的評価が8割以上

2　リアテンダント、スマート
　評定を8割の教員が使用

2　教員アンケート働き方改革に
ついて肯定的評価が7割以上

1　リアテンダント、スマート
　評定の利用が8割以下

1　教員アンケート働き方改革に
ついて肯定的評価が7割未満

4　月平均40回以上の
　　ホームページ更新

4　HP年間アクセス数７万以上

3　月平均30回以上の
　　ホームページ更新

3　HP年間アクセス数６万以上

2　月平均20回以上の
　　ホームページ更新

2　HP年間アクセス数５万以上

1　月平均20回未満の
　　ホームページ更新

1　HP年間アクセス数４万未満

4　生徒登校日100％開室 4　不登校出現率6％以下

3　生徒登校日90％開室 3　不登校出現率７％以下

2　生徒登校日80％開室 2　不登校出現率８％以下

1　生徒登校日80％未満開室 1　不登校出現率8％以上

4　インクルーシブ教育の
具体的な取組を5回以上実施

4　保護者アンケートで
　　肯定的評価が9割以上

3　インクルーシブ教育の
具体的な取組を4回以上実施

3　保護者アンケートで
　　肯定的評価が8割以上

2　インクルーシブ教育の
具体的な取組を3回以上実施

2　保護者アンケートで
　　肯定的評価が7割以上

1　インクルーシブ教育の
具体的な取組を3回未満実施

1　保護者アンケートで
　　肯定的評価が7割未満

総括評価【ABC】

　HP更新は定期的にできてお
り、一定の閲覧者がいる。大切
な広報ツールなので、継続す
る。
　発信者がほぼ管理職に限ら
れているので教員からの更新
を促す。

　不登校出現率については
様々な要素が関わってくるので
数字にこだわりすぎず、引き続
き必要とする子が過ごしやすい
居場所を運営していく。
　今年度のプラモデル体験も参
加者10名で好評であった。

　「落ち着いた学校生活を
送っている」肯定的回答
85.2%
盲導犬ユーザーに限らず、
様々な立場の視点でものご
とを考えることができる生徒
を育成する環境をつくる。

ICT活用によって先生方の業務時間が減っている点は非常に良いと思いました。
さらに勤務時間削減に向けて時間のかかっている業務の洗い出しをお願いいたします。
学びのエリア内での小中学校の連携についても、校長先生の交流が密に行われているとのこと。
引き続きよろしくお願いいたします。

・自ら学び実行する人　　・豊かな心と思いやりのある人　　・心身共に健康な人学校教育目標

　学校日記は月平均約１５更新
に加えて、毎日のおしゃもじ通
信更新で月におよそ３５回の更
新ができている。HPシステムが
変わったことによりHPアクセス
数は月平均約５０００であるた
め、成果指標設定を変更し６万
アクセスとする。
※2/14現在66804アクセス

　不登校出現率は49/578で
8.5％（1月末）。昨年度（6.0％）
を上回り、東京都のR６平均
7.8％を超えた。
　はぁとルームは巡回教員と学
研が配置されよりよい環境と
なった。利用者平均はおよそ１
０人/日である。

・盲導犬キャラバン講演会　7年5月
・尾形さん道徳授業　8年、9年　各1回
３月に実施予定　盲導犬募金８万円。
・インクルーシブをテーマとした校長講
話　入学式で実施済み
・都研究指定校2年目　生命の安全教
育　東京都事例集に掲載
・命の大切さを考える、犯罪被害者講
演会　７月に実施済み。
　計画通り実現できている。

改善策

　授業観察後の協議において、
都教委冊子「指導と評価の一
体化を目指して」を基に、指導
した内容を授業内で見とれる評
価材料で評価するという基本を
理解させるとともに、振り返り活
動や自己評価の場面設定の大
切さを伝える。

　3校の校長が密に連絡を取り
合い、情報共有ができている。
行事予定や生徒情報等、連携
がスムーズにとれているため、
合同引き取り訓練も実現でき
た。引き続き学びの連続性を大
切にしたエリアを構築するため
のアイデアを実現していく。

　会場をはぁとルームに変更
することにより、不登校傾向
の生徒が利用しやすくする
など、工夫をしている。教科
や学年での利用や個別の声
掛け、ポスターや放送での
周知等を行う。

　地域と協働した学校づくりの
さらなる推進として、
□iCS活動周知（通信、HP等）
発信の強化
□PTA、地域コーディネータと
の連携強化
がさらに強化できるとよい。

　引き続きPTA、地域コー
ディネーターとの連携強化を
図り、
・行事等ボランティア参加者
の確保と、
・公開日、行事等の受付人
材支援体制を整える。

　ICT活用指標として掲げた
内容が実現できている。活
用により軽減した業務が成
果（数値）、教員の実感とし
て現れるとよい。
　リアテンダントによる採点
業務時間はおよそ半分から
4分の１に減ったとの感想が
多数。
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分析コメント

　到達目標は全ての教員が導入
部で明示していることを授業観察
から確認できている。生徒アン
ケートでは８1．９％が肯定的評価
を示した。振り返り活動への生徒
の肯定的評価は７8．１％に止まっ
た。目標の提示に対して、振り返り
活動や自己評価の場面設定が充
分でない。

　本校から小学校への派遣を５
名出し、小学校から本校への
派遣も生命の安全教育で各校
１名ずつあった。職場体験では
エリア小学校での受け入れも
実現した。エリア研修内容も充
実した内容で、iCSエリア合同
開催も実現させた。教員アン
ケート肯定的回答は84.4％

　6月から週3回の開室を実
現し、2/10までで75回実施し
た。継続して利用している生
徒や、効果的な活用がある
一方で利用者数は伸びてい
ない。
利用者平均3.2名

①エリア合同委員会を実現
②委員長が提案した熟議テー
マでグループ討議を実施
③教職員との顔合わせを実現
④iCS委員が面接指導に参加
⑤委員をゲストティーチャーとし
た授業を3月に実施予定
計画が実現できている。

　運動会33名、公開日計12
名、文化発表会15名の地
域、保護者人材活用を企
画、実現できている。学校行
事に入っていただくことで地
域協働の意識が高まってい
ると感じる。

・デジタルドリル「すららドリル」
5科で朝学習期間等に課題とし
て活用している。
・採点ソフト「リアテンダント」を
全教員が使用している。
・評価ソフト「スマート評定」を全
教員が使用している。
・教員アンケート肯定的回答は
53.1%で実感値は低い。

3

3

1

4

4

1

4

3

ー

1

3

3

ー

－

3

－

4

4

3

4

4

4

4

4

3

4

ホームページ
による

情報発信・広報
への移行

別室巡回、
業者委託、

支援員等による
校内別室

「はぁとルーム」
の安定した運営

盲導犬ユーザー
等と連携し

共生社会の実現
に向けた

インクルーシブ
教育の推進
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すべての授業で
到達目標を明示
しゴールイメージ

を明確化する
振り返りの視点を
学習内容に関わ
るキーワードで示
し、自身の言葉で

表現させる

エリア小学校と連
携し、研究交流を

実施する

学力向上専門員
による放課後自
習教室「寺子屋
ND」の定期実施

iCS委員会
活動内容の充実
「地域とともにあ

る学校」の具現化

PTAと地域コー
ディネータ―の

連携強化と
組織の見直し

デジタルドリル
採点・成績処理
ソフトの導入と

活用推進

一人ひとりを尊
重し、互いに認
め合える豊か
な心の育成

生徒を最優先
に判断する発
達支持的生徒
指導の定着

A

板橋区授業ス
タンダードのポ
イントを全教員
が理解し、すべ
ての授業にお
いて実践する

エリア小学校と
の連携を強化
し小中の円滑
な接続を実現

する

放課後自習教
室の充実によ
る生徒の学

習、読書習慣
の定着および

学習支援

地域教育力の
さらなる活用と
日常的な連携

強化

ICT活用による
業務改善と

勤務時間削減
の実現

生徒の人権を
尊重し、学びの
保証を重視し
た活動の推進

分　析　コ　メ　ン　ト

学びのエリアで
連携を強化し、
小中一貫教育
の充実を図り、
子どもたちの
確かな学力の
定着・向上を

目指す

地域と協働した
学校づくりの

推進

教職員の心の
健康維持と
働きやすい
環境づくり
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・地域を愛し、地域に愛される　誰もが活躍できる　文化の薫り高い　学校

・主体的に行動できる　自他共に大切にできる生徒　爽やかな挨拶ができる　生徒

・生徒のための判断し　生徒と共に学び　よりよい西台中をつくる熱意ある　教師

評価指標・評価基準 取組（努力）指標評価 成果指標評価
具体的方策

令和 　８年２月１８日

学校名 板橋区立西台中学校

校長氏名 内田　善人

令和７年度　　板橋区立学校経営計画表・自己評価表・学校関係者評価表


